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禅
の
心

13日 （金）
迫上・迫下・永代橋・西上・北台

須賀・錦江

10日 （火）
本村・丸尾・中尾・片野・守江

西新町・古野・魚町

11日 （水）

12日

安岐・国東・宇佐・茅場・大添・新興

下下司・桃山

（木） 菊本・日出町・清水

今年の棚経日程

7日

8日

（土） 本町・谷町・弓町・新町・守末

（日） 城鼻・広小路・北浜・下原

八

月

14日 （土）
中平・下本庄・中の原・鴨川・祇園・札ノ辻

煙硝倉・南台・杉山・大分（安心院）

15日 （日）
東大内山上・東大内山中・東大内山下

西大内山上・別府

9日 （月）

【護持会費・墓地管理料のお願い】

７・８月は護持会費と境内墓地管理料の

納付をお願いしております。市内地区の

方は、お世話人さんの取りまとめをお願

いしております。市外県外の方には郵便

振替用紙を同封しておりますが、市内の

方でも振込みが良い場合は下記口座にお

願いいたします。

　郵便振替口座

　口座記号番号　01580-2-2970

　口座名称　　　安住寺

（なお、納付済みの方へ行違いに振替用紙を送付してし

まうこともあります。ご了承ください。）

　
施
食
会

（
お
せ
が
き

）

　

　

八

月

三

日

(

火

)

　

　

午

前

九

時

よ

り

　

本

年

も

コ

ロ

ナ

感

染

を

考

慮

し

て

法

要

の

み

の

お

勤

め

と

い

た

し

ま

す

。

お

参

り

さ

れ

ま

す

方

は

、

充

分

な

感

染

対

策

の

上

お

越

し

く

だ

さ

い

。

当

日

、

棚

経

の

詳

し

い

日

程

を

張

り

出

し

ま

す

。

ご

確

認

く

だ

さ

い

。

≪行事の予定≫
8月は定例行事は
お休みします。
☆早朝座禅
9月11日（土）
9月25日（土）
☆写経会

9月21日（火）
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今
年
初
盆
会
を
迎
え
る
方
々

　

【
俗
名

】
　
　
　

【
年
齢

】
 

【
住
所

】

松
本
　
詔
司
様
　
七
十
六
歳
　
別
府
市

石
井
ツ
ヤ
コ
様
　
九
十
五
歳
　
新
興

熊
一
　
武
夫
様
　
八
十
七
歳
　
城
鼻

廣
石
　
　
悟
様
　
九
十
四
歳
　
東
下
司

栗
林
　
麻
里
様
　
六
十
一
歳
 
福
岡
市

河
野
　
サ
ワ
様
　
九
十
九
歳
　
下
原

畔
地
　
秀
明
様
　
四
十
四
歳
 
中
の
原

麻
生
　
秀
夫
様
　
七
十
五
歳
　
藤
の
川

工
藤
キ
ヌ
コ
様
　
九
十
八
歳
　
東
大
内
山

工
藤
　
正
人
様
　
八
十
九
歳
　
中
津
市

河
野
　
幸
代
様
　
八
十
四
歳
　
小
狭
間

井
上
　
重
治
様
　
八
十
九
歳
　
西
大
内
山

中
村
千
代
子
様
　
百
一
　
歳
　
川
崎
市

河
野
　
正
紀
様
　
八
十
　
歳
　
安
岐
町

桝
本
　
利
子
様
　
八
十
四
歳
　
西
大
内
山

中
野
　
照
子
様
　
八
十
九
歳
　
札
ノ
辻

麻
生
　
蓮
生
様
　
九
十
六
歳
　
藤
の
川

須
賀
　
　
茂
様
　
七
十
一
歳
　
別
府
市

石
堂
　
琴
美
様
　
八
十
七
歳
　
西
下
司

加
藤
ス
ミ
子
様
　
八
十
九
歳
　
東
下
司

菊
池
　
英
明
様
　
八
十
四
歳
　
東
下
司

小
川
　
紀
子
様
　
八
十
一
歳
　
東
京
都

須
賀
　
健
一
様
　
五
十
二
歳
　
東
大
内
山

　
　
　

（
住
所
は
檀
信
徒
名
簿
に
よ
る

）

　
初
盆
会
、

施
食
会
、

棚
経
と
、

お
盆
に
は
必
ず

「

開
甘
露
門
」
（

施
餓
鬼
）

の
お
経
を
お
唱
え
し

ま
す
。

そ
の
中
に
《

修
行
祈
願
偈
》

が
あ
り
ま

す
。

簡
約
す
る
と
「

お
盆
の
供
養
の
善
根
で
、

父

母
の
恩
徳
に
報
い
、

生
者
は
福
楽
に
死
者
は
苦
を

離
れ
安
楽
に
し
て
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
か

ら
、

苦
界
に
あ
る
も
の
み
な
懺
悔
し
、

輪
廻
を
脱

し
浄
土
に
生
ま
れ
ん
こ
と
を
。
」

と
祈
願
し
ま

す
。

改
め
て
、

初
盆
を
迎
え
る
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

西大内山下・西大内山浜・宗近

【読者の声】
　前号、閑栖和尚の「苦」
の中を生きるの記事を読
み、福岡市の渡邉様よりご
感想と短歌をお寄せいただ
きました。入院経験のおあ
りの方には、共感できる短
歌かと思いますのでご紹介

させていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　【秘仏観音御開帳行事の延期お知らせ】
計画をしておりました今秋の秘仏御開帳の行事ですが、もっと安心して移動や活動が出来るよ
うになってからの開催とし、１年延期とさせていただきます。なお、感染対策を取ったうえで安全
に開催できる行事やイベントにつきましては予定通り行いますので、ご協力お願いいたします。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

令
和
三
年

盛
夏住

職

矢
野

明
玄

責
任
役
員

矢
野

玄
徳

責
任
役
員

植
木
文
一
郎

総

代

一

同

朝
夕
に
来
る

看
護
婦
さ
ん
は

日
光
と
月
光
菩
薩
と

思
う
入
院



　

                【境内環境整備】
この程、やすらぎの塔と本堂・庫裡玄関に手すりを設置いたしまし
た。以前より段差や急勾配でご不便をおかけしておりました。少し
でも改善されればと思います。また、境内環境や設備でご不便があ
りましたらお気軽にお申し出ください。

《
日
々
是
好
日
》

〇
四
月
五
日
合
掌
会
役
員
会
、

合
掌
会

総
会
な
ら
び
に
今
年
度
予
定
に
つ
い
て

話
し
合
い
。

〇
四
月
八
日
降
誕
会
法

要
。

花
御
堂
を
飾
り
甘
茶
の
接
待
を
い

た
し
ま
し
た
。

〇
四
月
二
十
五
日
卒
塔

婆
供
養
・
無
縁
供
養
施
食
会
。

二
年
続

い
て
説
教
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、

無
事
に
塔
婆
供
養
・
施
食
会
を
お

勤
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

御
加

勢
い
た
だ
い
た
総
代
様
、

お
参
り
い
た

だ
い
た
檀
信
徒
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〇
五
月
二
十
八
日
決
算

会
を
開
催
し
責
任
役
員
・
総
代
の
皆
様

に
令
和
二
年
度
の
決
算
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
区
世
話
人
様
へ

の
報
告
は
、

後
日
決
算
書
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
七
月
十
五
日

西
下
司
区
須
賀
の
水
神
祭
り
の
供
養
を

お
勤
め
し
ま
し
た
。

熱
海
伊
豆
山
で
の

土
石
流
は
記
憶
に
新
し
い
で
す
が
、

台

風
の
時
期
が
来
ま
す
。

水
害
の
起
こ
ら

な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

〇
今
年
も
お

盆
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

年
々
市
内

の
檀
家
の
戸
数
が
減
っ

て
い
ま
す
。

県

外
は
無
理
で
す
が
、

日
出
、

別
府
、

大

分
市
な
ど
棚
経
に
回
っ

て
お
り
ま
す
。

今
迄
お
参
り
に
伺
っ

て
い
な
か
っ

た
お

宅
で
も
、

お
勤
め
に
上
が
り
ま
す
。

ご

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

〇
三
先
師
合
同
法
要
に
つ
き
ま
し

て
は
、

お
彼
岸
の
お
便
り
で
出
欠
を
取

る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
今
秋
の
秘
仏
観

音
行
事
は
延
期
と
し
ま
し
た
が
、

合
掌

会
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

役
員
さ

ん
と
後
日
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

〇
ご
本
山
か
ら
の

伝
道
標
語
短
冊
を
皆
さ
ん
に
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

ご
家
庭
の
目
に
留
ま
る
と

こ
ろ
に
貼
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

〇
暑
さ
厳
し
き
折
、

檀
信
徒
の
皆

様
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま

せ
。

　
　
　
　
　
　
　
住
職
明
玄
合
掌
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「
続
け
る
こ
と
伝
え
る
こ
と

」

　
印
象
業
界
の
猛
反
対
を
受
け
た
が

、
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
で
脱
ハ
ン
コ
が
進
め
ら
れ
て
い
る

。
9
9
％
が
廃
止
可
能

と
い
う
か
ら
驚
く

。

　
一
方
こ
ち
ら
が
廃
止
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が

、
お
寺
で

も

、
御
朱
印
や
般
若
札
に

「
仏
・
法
・
僧

」
の
三
宝
印
を
捺
し
ま

す

。
印
影
が
き
れ
い
に
現
れ
た
と
き
は
気
分
が
い
い

。

　
さ
て

、

『
臨
済
録

』
の

「
上
堂

」
に
印
に
因
ん
だ
次
の
一
説
が

あ
り
ま
す

。

　
上
堂

。
僧
問
う

、
如
何
な
る
か
是
れ
第
一
句

。
師
云
く

、
三
要

　
印
開
し
て
朱
点
側
つ

、
未
だ
擬
議
を
容
れ
ざ
る
に
主
賓
分
る

。

　　
上
堂
す
る
と

、
僧
が
尋
ね
た

。

「
仏
法
の
ぎ
り
ぎ
り
の
一
句
は

何
で
し
ょ
う
か

。

」
師
は

「
仏
法
の
三
つ
の
要
を
象
徴
し
た
印
を

捺
し

、
開
く
と
紙
上
に
印
文
が
現
れ
る

。
あ
れ
こ
れ
議
論
を
入
れ

な
い
う
ち
に

、
印
と
印
文
の
関
係
の
よ
う
に
主
観
と
客
観

、
万
法

が
歴
然
と
あ
ら
わ
れ
る

。

」
簡
単
に
言
え
ば

、
臨
済
禅
師
の
教
え

仏
法
の
大
切
な
と
こ
ろ
を
即
座
に
悟
れ
と
い
う
こ
と
で
す

。

 
写
真
は
倉
庫
の
奥
か
ら
出
し
て
き
た
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で

す

。
幼
い
こ
ろ
閑
栖
和
尚
が
こ
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で

、
一
字
一

字
文
字
印
を
拾
い
上
げ
文
書
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た

。
昭
和
五
十
二
年
か
ら
四
十
四
年
間

、
お
寺
の
こ
と
仏

教
・
禅
に
つ
い
て
と

、
伝
え
て
き
た
苦
労
を
思
う
と
頭
が
下
が
り

ま
す

。

　
現
在
で
は

、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
禅
や

仏
教
に
つ
い
て
の
情
報
は
溢
れ
て
い
ま
す

。

南
禅
寺
の
田
中
寛
洲
老
師
は
ご
自
身
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
毎
月
コ
ラ
ム
を
出
さ
れ
法
を
伝

え
て
お
ら
れ
ま
す

。
円
覚
寺
の
横
田
南
嶺
管

長
は

、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
法
話
を
配
信
さ
れ

る
な
ど

、
求
め
る
心
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
手

元
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
で
も
仏
法
に
触

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

。

　
安
住
寺
だ
よ
り
も
今
号
で
1
7
5
号
と
な

り
ま
す
が

、
今
回
よ
り
私
一
人
で
の
編
集
と

な
り
ま
す

。
今
ま
で
の
よ
う
な
紙
面
は
出
来
ま
せ
ん
が

、
分
か
り

や
す
く
伝
わ
り
や
す
い

「
朱
点
側
つ

」
よ
う
な
内
容
を
目
標
に

、

当
面
は
私
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
二
面
分
の
紙
面
で

、
お
寺
の
こ

と
を
お
伝
え
出
来
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す

。
今
後
と
も
御
法
愛

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

　【三先師合同法要】
第15世玄海和尚50回忌・第4世月叟和尚300年忌・
中興開山三室和尚350年忌を下記日程内容でご法要
をお勤めいたします。（詳細は彼岸の便りにてお知らせ）
　　　日時　令和3年11月9日（火）　11時法要
　　　場所　安住寺本堂
　　　導師　大分市金池・万寿寺
　　　　　　　　　　　　　佐々木道一老大師
　

　〈夏季企画展〉
「きつき偉人伝Ⅰ」と題し麻
田剛立・重光葵と共に村上天
心の企画展が8月31日まで、
きつき城下町資料館で開催さ
れています。
佐野医院に所蔵されていた作
品になります。まだ御覧に
なっていない方やお盆で帰省
された方は、ぜひご覧になっ
てください。

♬お寺コンサート♬
11月3日（水）文化の日

バイオリン・フルート・ピアノの生演奏を一緒に楽しみませんか？
クラッシックから懐かしのポップスまで演奏予定です。


